
只今より、東京都市計画 都市高速鉄道第８号線 東京メトロ有楽町線の分岐線、
豊洲から住吉間の計画、及び、本線、豊洲駅改良等の計画に関する都市計画案及び
環境影響評価書案のあらましについて説明致します。



本日の説明内容ですが、まず初めに東京メトロ有楽町線の分岐線、豊洲から住吉
間の計画について、次に本線、豊洲駅改良等の計画について、その後、環境影響評
価書案について、最後に、今後の手続きについて説明致します。



始めに、東京メトロ有楽町線の分岐線、豊洲から住吉間の計画について説明致し
ます。



今回計画している路線は、現在営業中の東京メトロ有楽町線和光市駅から新木場
駅間と同様に、東京メトロが事業主体となって東京都江東区の豊洲駅から、東陽町
駅を経由し住吉駅に至る路線です。



この計画を推進することにより、豊洲駅、東陽町駅、住吉駅で既存路線と接続し、
広域的な地下鉄ネットワークが形成されることで、国際競争力の強化拠点である臨
海副都心と、都区部東部の観光拠点とのアクセス利便性の向上や、東京メトロ東西
線の混雑緩和が図られます。

また、中間新駅の設置などにより、沿線における地域の活力や魅力の向上などが
期待されます。

なお、枝川駅、東陽町駅、千石駅は都市計画上の名称であり、今後、東京メトロ
が駅名を決定します。



都市計画の変更区間は図に示す通り、江東区豊洲五丁目から江東区住吉二丁目間
の約4,860ｍ、およそ4.9kmとなります。

また、新たに３駅を設置する計画であり、構造形式は、すべて地下式となります。



次に、計画策定の経緯についてです。



東京メトロ有楽町線の分岐線、豊洲から住吉間の計画は、国土交通大臣の諮問機
関である現在の交通政策審議会にあたる都市交通審議会において、昭和47年３月の
答申第15号「東京圏高速鉄道網整備計画」に整備すべき路線として位置付けられま
した。平成28年４月の答申第198号「東京圏における今後の都市鉄道のあり方につい
て」に、「国際競争力強化の拠点である臨海副都心と都区部東部の観光拠点や東京
圏東部・北部地域とのアクセス利便性の向上」や「京葉線及び東西線の混雑の緩
和」に資する路線として位置づけられました。

令和３年７月の答申第371号「東京圏における今後の地下鉄ネットワークのあり方
等について」では、「事業主体の選定や費用負担の調整を早急に進め、早期の事業
化を図るべき」と整備に向けた今後の取り組みの方向性が示されました。



この答申を踏まえ、東京メトロが、令和４年１月28日に国土交通大臣へ鉄道事業
法に基づき、鉄道事業許可を申請し、令和４年３月28日付で許可を受けております。



また、東京都が令和５年１月に策定した「未来の東京戦略Version up2023」にお
いて、東京８号線の延伸は、国際競争力を高める、陸海空の都市基盤を整備する事
業の一つに位置づけており、2030年代半ばの開業を目指し、事業化に向けた手続を
着実に実施していくこととしております。



次に整備効果について、説明致します。




